
取組名：輪作体系の確立に向けた直播たまねぎ栽培の現地実証

・作付品目は水稲、小麦、大豆が主体であり、基盤整備によりほ場の大区画化と用排水の整備
が進んでいる。輪作体系の確立に向け、コスト低減・省力化を観点に、たまねぎ直播栽培の
導入が可能か検討する（３年目）

実施地区の概要と課題

今後の展望

令和７年度 畑地化促進事業

実施した取組内容など

■取組内容
・巡回指導、調査支援を延べ１６回実施（４～９月）
・１月 生産者会議にて、Ｒ７年取組経過を報告
・３月 栽培技術検討会にて、Ｒ８年の栽培に向けて情報共有、協議

■成果
・欠株率は10.4～12.2％となり、概ね許容範囲に収まった。５条植え

により、収量確保に有利な栽植密度を実現。
・規格内収量

検証①５条植え：品種Ａ 6,473kg/10a ＞ 品種Ｂ 5,221kg/10a
検証②品種Ａ：４条植え 3,922kg/10a ＜ ５条植え 4,711kg/10a
検証③品種Ｃ：４条植え 4,050kg/10a ＜ ５条植え 5,625kg/10a

・収支試算
規格内収量4,550kg/10aの場合、単価83円/kgで所得10万円、単価107
円/kgで所得20万円と算出された。 空知農業改良普及センター 本所

■実施地区
・Ｒ５～７年の現地実証は終了したが、残された課題への対

応として、次年度も活動を継続。

■実施地区以外
・Ｒ６年以降は水稲の所得が確保されているため、速やかな

導入を考える農業者は増加しない想定であるが、若手農
業者を中心に直播たまねぎに対する関心は高い。

実施地区など

美唄市（中村・開発地区）

（関係団体）美唄市農協
ホクレン岩見沢支所

 ５条植えにより、最低限の収量目標となる4,550kg/10aを
概ね確保可能であることを確認

 網掛けの調査区では所得20万以上を確保
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